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障
害
者
自
立
支
援
法
が
平
成
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
障
害
者
施
策
の
一
元

化
と
サ
ー
ビ
ス
体
系
の
見
直
し
、
就
労
の
推

進
、
自
己
負
担
の
導
入
等
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
本
年
四
月
か
ら
新
し
い
事
業
体
系
へ
全

面
的
に
移
行
い
た
し
ま
す
。
一
部
の
利
用
者

に
つ
い
て
は
そ
の
作
業
内
容
等
に
影
響
が
で

る
し
、
組
織
も
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
実
体
的

に
は
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
こ
れ
を
機
会
に
職
員
の
皆
さ
ん
は
、

利
用
者
の
能
力
を
さ
ら
に
活
か
し
て
発
注
者

の
要
求
に
応
え
て
い
く
と
と
も
に
、
生
産
活

動
の
新
し
い
分
野
、
製
品
、
作
業
、
そ
し
て

販
売
戦
略
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
福
岡
ろ
う
あ
福
祉
会
は
、
昨
年

十
一
月
二
十
六
日
、
創
立
百
周
年
を
迎
え
、

多
く
の
方
々
の
御
参
加
を
い
た
だ
き
、
記
念

行
事
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
関
係
者
一
同
、
障
害
者
の
た
め
に
さ
ら

に
努
力
を
す
べ
く
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
が
立
地

し
て
い
る
西
区
田
尻
は
、
周
辺
の
環
境
が
大

き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
農
地

が
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
九
州
大
学
の

立
地
移
転
に
よ
り
、
住
宅
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
、
商
店
等
が
建
設
さ
れ
、
市
街
地
化
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
影
響
が
で
て
く
る
こ

と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て

は
、
こ
う
し
た
周
辺
環
境
の
変
化
に
ど
う
対

処
す
べ
き
か
、
常
に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
法
制
度
の
整
備
、
事
業

内
容
の
変
化
、
周
辺
環
境
の
変
化
等
、
関
係

者
に
と
っ
て
は
将
来
に
向
か
っ
て
の
変
革
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
時
期
に
き
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

　

福
岡
ろ
う
あ
福
祉
会
と
し
て
、
ま
た
、
工

芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
利
用
者

の
実
状
を
よ
く
把
握
し
、
障
害
者
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
常
に
前
向
き
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

職
員
の
努
力
、
関
係
の
皆
さ
ん
方
の
お
力

添
え
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
業
へ
の
今
後
の
取
り
組
み

理
事
長　

友

池

一

寛

　

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
が
、
中
央
区

平
尾
か
ら
西
区
田
尻
へ
移
転
し
て
、
早
く
も

二
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
法
人
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
式

典
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
多
数
の
方
々
に
ご

臨
席
賜
わ
り
、
障
害
者
福
祉
の
先
駆
者
と
し

て
の
輝
か
し
い
歴
史
に
対
し
、
異
口
同
音
に

賞
賛
の
声
を
い
た
だ
き
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

さ
て
、
近
年
福
祉
を
取
り
ま
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
、
措
置
制
度
か
ら
、
平
成
十
五

年
契
約
に
よ
り
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

支
援
費
制
度
へ
、
平
成
十
八
年
障
害
者
自
立

支
援
法
が
施
行
さ
れ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
一
元

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
政
府
で
は
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
本
部
の
も
と
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進

会
議
が
開
催
さ
れ
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正

や
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
代
わ
る
障
害
者

総
合
福
祉
法（
仮
称
）の
制
度
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
や
雇
用
に
関
わ
る
問
題
等
幅
広
い
議
論
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
当
面
五
年

間
を
障
害
者
制
度
改
革
の
集
中
期
間
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
障
害
者
施
策

の
動
向
等
い
ろ
い
ろ
不
透
明
な
部
分
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
当
施
設
で
は
、
す
で
に
移
行

し
た
施
設
の
見
学
や
、
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
新
事
業
体
系

へ
移
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
日
中
活
動

系
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
生
活
介
護
、居
住
系
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
施
設
入
所
支
援
へ
移
行
い
た
し

ま
す
。
今
後
は
、
作
業
内
容
を
よ
り
充
実
さ

せ
利
用
者
の
希
望
に
応
じ
て
就
労
移
行
支
援

や
、
地
域
生
活
移
行
支
援
等
も
取
り
入
れ
地

域
社
会
の
一
員
と
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

し
て
行
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
一
日
二
十
四
時
間
、

一
年
三
百
六
十
五
日
の
ほ
と
ん
ど
を
働
く
・

く
ら
す
場
と
し
て
、
施
設
を
利
用
し
て
あ
り

ま
す
。
日
常
生
活
が
単
調
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
充
実
と
生
産
活
動

で
の
工
賃
増
に
つ
な
が
る
よ
う
、
職
員
ひ
と

り
一
人
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
し
て
、
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
対
応
し
、
日
々
の
暮
ら
し
の

中
に
、
活
力
と
充
実
感
が
あ
り
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
作
り
と
、
夢
の
あ
る
施
設

作
り
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

我
々
職
員
は
、
法
律
や
制
度
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
ろ
う
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
の
現
場

で
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
す
。

　

何
事
も
前
向
き
に
、
利
用
者
支
援
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
行
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

新
事
業
体
系
移
行
に
あ
た
っ
て

施
設
長　

龍
　

忠

昭
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法
人
創
立
１
０
０
周
年
記
念
行
事

　

福
岡
ろ
う
あ
福
祉
会
の
創
立
１
０
０
周
年

記
念
行
事
は
盛
会
裏
に
平
成
21
年
11
月
26
日

（
木
）開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
２
〜
３

日
前
の
寒
い
雨
天
の
日
か
ら
、
天
気
か
ら
も

記
念
行
事
を
祝
福
さ
れ
た
よ
う
に
、
晴
天
で

暖
か
い
日
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
総
数

ほ
ぼ
４
０
０
名
と
本
当
に
多
数
の
方
々
の
御

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

福
岡
市
市
長
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
方

も
ご
臨
席
賜
り
、
そ
し
て
口
々
に
法
人
１
０

０
年
の
長
い
歴
史
に
驚
嘆
と
賛
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
主
催
者
と
し
て
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
行
事
の
達
成
に
は
お
よ
そ
２
年
半

前
の
平
成
19
年
７
月
に
職
員
全
員
の
記
念
行

事
の
分
担
が
決
ま
り
以
後
適
宜
、
各
部
会
議
、

全
体
会
議
と
役
職
員
一
体
と
な
り
取
り
組
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

法
人
創
立
１
０
０
周
年
に
あ
た
り
、
利
用

者
の
心
に
残
る
感
謝
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

 

明
る
い
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
お
茶

を
飲
ん
で
い
ま
す
。
毎
週
月
曜
日
の
学
習

会
は
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。

 

工
芸
会
で
は
自
治
会
が
あ
っ
て
利
用
者
の

意
見
を
聞
い
て
も
ら
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。

私
の
仲
間
た
ち
と
、
そ
れ
を
理
解
し
、
支

え
て
く
れ
る
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
よ
り

良
い
施
設
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

昭
和
８
年
福
岡
聾
学
校
入
学（
10
歳
）そ
の

寄
宿
舎
の
隣
に
工
芸
会
が
あ
り
、
私
は
工

芸
会
の
様
子
を
見
に
行
く
こ
と
が
と
て
も

楽
し
み
で
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
工
芸
会
を
覗

き
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
働
い
て
い
る
様

子
を
憧
れ
の
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
、
ま
た

ろ
う
あ
者
同
士
が
手
話
で
会
話
す
る
姿
を

見
て
、
手
話
を
学
び
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。

 

そ
し
て
何
よ
り
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
法
人
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ら
れ
て

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

最
後
の
言
葉
は
役
職
員
・
保
護
者
一
同
、

同
じ
気
持
ち
で
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

法
人
本
部
付　

長
束 

耕
太
郎

感
謝
の
言
葉

　

法
人
創
立
百
周
年
を
記
念
し
、
社
団
法
人

福
岡
さ
く
ら
の
会
様
よ
り
、
桜
の
木
、
十
本

を
法
人
へ
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

桜
の
季
節
に
な
る
の
が
毎
年
楽
し
み
に
な

り
ま
す
。

寄
贈

　

平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日（
月
）十
三
時
三
十

分
よ
り
、
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
研
修
室
に
お

い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
回
苦
情
解
決
第
三

者
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
の
中
村
・

笠
両
委
員
。
福
岡
ろ
う
あ
福
祉
会
か
ら
は
、
友
池

理
事
長
・
中
島
副
理
事
長
・
山
部
常
務
理
事
が
出

席
。
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
苦
情
解

決
責
任
者
龍
施
設
長
ま
た
、
苦
情
受
付
担
当
者
小

原
施
設
長
補
佐
、
田
尻
苑
か
ら
は
、
苦
情
解
決
責

任
者
音
藤
施
設
長
と
嘉
村
生
活
部
長
が
出
席
を
致

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
友
池
理
事
長
よ
り
苦
情
解
決
第
三

者
委
員
会
開
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
山
部
常
務
理

事
を
議
長
に
選
出
し
、議
事
協
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
苦
情
解
決
責
任
者
龍

施
設
長
よ
り
、
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
苦
情

要
望
等
の
意
見
聴
取
の
機
会
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
平
成
二
十
一
年
度
の
苦
情
・
要
望
の

件
数
四
件
に
つ
い
て
苦
情
・
要
望
の
内
容
と
、
苦

情
に
つ
い
て
は
解
決
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
報
告

が
小
原
施
設
長
補
佐
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
苦
情
要
望
は
、
苦
情
受
付
ボ
ッ
ク
ス

に
よ
る
要
望
が
一
件
、電
話
に
よ
る
苦
情
が
二
件
、

口
頭
に
よ
る
苦
情
が
一
件
で
し
た
。
苦
情
要
望
の

四
件
の
う
ち
一
件
が
利
用
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
も
の
で
、
二
件
が
職
員
の
言
動
を
保
護
者
が

勘
違
い
し
て
お
き
た
苦
情
で
す
べ
て
解
決
済
。
残

り
一
件
が
苦
情
ボ
ッ
ク
ス
に
投
函
さ
れ
た
要
望
事

項
で
し
た
。

　

第
三
者
委
員
の
中
村
・
笠
両
委
員
よ
り
、
工

芸
会
は
問
題
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
し
て
い
る
た

め
、
第
三
者
委
員
と
し
て
大
変
あ
り
が
た
い
と
の

講
評
が
な
さ
れ
、
利
用
者
の
方
が
重
度
・
高
齢
化

し
て
き
て
い
る
現
状
か
ら
、
正
常
な
判
断
が
で
き

に
く
く
な
っ
て
い
る
現
状
に
触
れ
、
職
員
が
本
当

に
大
変
に
な
っ
て
い
る
と
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

自
立
が
目
的
の
工
芸
会
に
お
い
て
は
、
利
用
者

が
重
度
・
高
齢
化
す
る
な
か
で
、
保
護
者
が
い
な

く
な
っ
た
と
き
の
判
断
を
今
後
は
ど
こ
に
ゆ
だ
ね

れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
の
調
整
が
ま
す
ま
す
難
し
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
れ
か
ら
起
き
る
か
も

し
れ
な
い
問
題
に
つ
い
て
も
論
議
が
な
さ
れ
、
い

ず
れ
に
し
て
も
今
後
の
施
設
運
営
に
と
っ
て
意
義

あ
る
委
員
会
と
な
り
ま
し
た
。

苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会

平
成
二
十
一
年
度

（
工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
）
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工芸会ワークセンター

　これまで工芸会ワークセンターは、身体障害者授産施設として、特に聴覚に障害を持つ方に対し“生きがいと安らぎの場”
の提供に努めてきました。平成18年４月に障害者自立支援法が施行され、障害者施策の一元化とサービス体系の見直しを
はじめとし、就労強化、障害程度区分と自己負担制度が導入され、法施行後３年半が経過した現在、障害者自立支援法の
中身も一部見直しが進められています。
　工芸会ワークセンターにおいては、平成22年４月の新事業体系移行に向けて準備を進めていますが、現在の厚生労働省
の動き、障害者自立支援法の新事業体系移行の最終期限が平成24年３月であること、平成21年度の障害者就労訓練設備等
整備事業費及び福岡県障害者自立支援基盤整備事業の補助金内示があったことなどを総合的に判断し、当初の計画どおり
平成22年４月移行いたします。

新事業移行

現　行

新事業体系移行後イメージ

身体障害者授産施設 《入所82名 通所９名 合計91名》

障害者支援施設

木 工 科

14名
軽作業２科

12名
軽作業科

29名
縫 製 科

36名

木 工 科

14名

軽作業２科

12名

軽作業科

29名

縫 製 科

36名

施設入所

82名

移行前

木 工 科

14名

軽作業科

27名

縫 製 科

32名

移行後
日中活動事業

生活支援科

17名

施設入所支援

82名

夜間支援事業

①生産活動型

73名

②生活支援型
【なごみ】

17名

（平成22年３月31日現在）
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田尻苑

生活介護
（生産活動）
木工作業場

体
育
館

生活支援棟
1F 会議室

生活支援室
2F 多目的ルーム

2F 生活介護（生産活動）
縫製作業場

1F 生活介護（生産活動）
軽作業場

生活介護（生活支援）
なごみ

事務所

食堂・厨房

多目的ルーム
会議・研修室

1F･2F男子棟

和室より洋室改修（１室）

1F･2F女子棟

和室より洋室改修（３室）

研修室改修

••••••• 館内配置図新しい設備の紹介

▼

障害者就労訓練設備等整備事業により購入
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工 芸 会 か ら の

お●知●ら●せ

４
月

　

○
花
見
会

　

○ 

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

開
設
記
念
日

５
月

　

○ 

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

移
転
記
念
日

　

○
第
１
回
健
康
診
断

６
月

　

○
社
会
見
学
旅
行

　

○
夜
間
避
難
訓
練

　

○
夕
食
会

７
月

　

○
夕
涼
会

　

○
七
夕

８
月

　

○
納
涼
バ
ス
ハ
イ
ク

　

※
お
盆
休
暇
在
寮
者
対
象

９
月

　

○
福
岡
市
障
が
い
者

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月

　

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

○
野
外
活
動

11
月

　

○ 

工
芸
会
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

　

○
第
２
回
健
康
診
断

　

○
夜
間
避
難
訓
練

　

○
夕
食
会

12
月

　

○
障
が
い
者
週
間

　
　
　
　

バ
イ
キ
ン
グ
昼
食
会

　

○
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

○
餅
つ
き

１
月

　

○
初
詣

　

※
年
末
年
始
休
暇
在
寮
者
対
象

　

○
新
年
会

　

○
鏡
開
き

２
月

　

○
節
分（
豆
ま
き
）

　

○
針
供
養

３
月

　

○
ひ
な
ま
つ
り

　

○
総
合
防
災
訓
練

　

○
外
食
会

　

変
化
の
時
。

　

四
月
か
ら
新
事
業
へ
移
行
す

る
に
あ
た
り
、
今
回
の
た
よ
り

四
十
五
号
で
は
、
特
集
を
く
み
ま

し
た
。
変
化
に
対
す
る
不
安
が
少

し
で
も
和
ら
げ
ば
と
…
。

　

か
た
ち
は
変
っ
て
も
変
ら
な

い
も
の
。

　

今
ま
で〝
生
き
が
い
と
安
ら
ぎ

の
場
〞の
提
供
に
努
め
て
き
た
工

芸
会
。
当
然
、
こ
れ
か
ら
も
変
ら

な
い
も
の
。

　

今
後
も
、
心
の
こ
も
っ
た
支
援

の
様
子
を〝
た
よ
り
〞で
お
伝
え
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（山

口
）

毎
月
の
定
例
行
事

　

○
誕
生
会

　

○
休
日
支
援

　

○
自
活
訓
練

　

○
避
難
訓
練

　

○
ク
ラ
ブ
活
動

　

○
懇
談
の
日
等

社会福祉法人　福岡ろうあ福祉会
障害者支援施設

工芸会ワークセンター
福岡市西区田尻2542番地
TEL 092-806-7774
FAX 092-806-8962

E-mai kougeikai@kougeikai.or.jp
URL　http://www.kougeikai.or.jp

※詳しくはホームページをご覧下さい。

担当　小
お

原
ばら

聴覚障害をお持ちの方

体験入所

職場実習

施設見学等

通所でも
可

随時お受けいたします。

工芸会ワークセンター 検 索

クリ
ック！
！

　

平
尾
の
地
よ
り
田
尻
へ
移

転
し
て
き
た
際
、
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
元
理
事
長 

長
束
正
之
様（
97
歳
）が
平

成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
多
大
な
功
績

に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃　
　

報
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